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序 文

I ,r, 3•Jl llをかかえる衣像地域11.沖ノ晶遺跡を1広しめ数多く"逍跡が貨1こ分鉗しており．

,',fl; 火"解明にとって1f（要な役割を担ってし、ます．

宗像,11における近年の兌掘調社で1え．縄文時代遺跡の発見や．銅剣．銅ふ舵打鉄器のIll!な

ど、 ,¥fl;衣像"歴史像か稔々に明らかになりつつあります．

衣像巾教力委I!会は、直要遺跡確必昂仕の一環として．＊占墳の兌批調社を昭和61年度から 3

ヶ年にわたって‘火施しました．

週企の結渠1え、埋拌E~部が盗城を受けており、 .t要な副葬品を欠いて,.ましたが• 本占墳が

，，，地域蚊占の前）j後1'1111であり｀この地域を統括した訂長絨であることを明らかにすることがで

きました。

ぶよが. Ii代文化研究の一助として柘）IIされるとともに、文化財の保佑活用にf(献されるこ

とを願うものであります。

なお本占墳の潟代を先頭に立って指揮していた洒IH二火氏が、昭和63年IJlllfllこ:1,逝しまし
た．当巾の文化財li政1ことってまことに大きな損失となりまLた．慎んで氏のご冥輻をお祈り致
します。

米尼になりましたが．調任にあたり、氏屯な御助Jを9ヽ ただし・た諸先生、御協力．御援助をい

ただいた多くの方々に心からの議1!：を·~ し上げます．

平1/i.尤年3月31B 宗像F敦f委員会教ガ長森下照清
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例 言

I. 本肖Ii、宗像市教育委員会が事菜主体となって、昭和61年度から昭和63年度にかけて国庫補

助を受けて実施した発掘調企の報告である．

2. 遺構の実測は参加者全員であたり．原俊ーが取りまとめ、級図は清家直子による．

3. 遺構の写真は原が、遺物写真9甘梢水比呂之が撮影した．

4. -le苔使用の力位は磁針である。

5. 本書の執筆・編集は原が行った。

6. 本古墳は後円部墳頂中央に (0.0)を置き．前方部側を北としな保存杭を設置し．将

来に籠えた。

7. 本古墳の嗣企区については．将来の調査による誤認のないように、別表のとおり設定した．
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1 . は じ め iこ

消介に令る託過

,lc,',JJ! は、ヽ糸臥!illの'1,3-4-17に1引化する．

11til¥ll2.782ボ，，中に．他'>I'(項3駈とともに鬱i'iとした駁1こ覆われてし・る。

ふ’濱¥11111965年9こ始まった束郷地K、区直整理巾業に先立つ,,削路任で光見され．現状保存す
直"

ることで今Illこゼっている、＇

1975年には.12,; 公漏の環極整絹巾業が,1画され...前の測絋が、磁岡県文化課の振遣を得

て、 9JJに実紬された、＇
9註"

その後."'境整偏'~業は公Ill内に遺跡の案内椒が立てられるにとどまった．

1985年 9月'"'"こ文化財保護条例（条例2)'t)が贔行されたが.,!.,Iiには史跡が 1件もないこ

ともあり、かねてから古式の山坑として詑価を受けてした本山れの調代を直要遺跡罐出議介とし

て、 1986年から 3ケ年をかけて、 f>I・ 県の補助を受けて実施した．

総 括

組

,;, 像巾教fl灸且会

教行部長

社会教育課長

庶務・会計

発掘調企
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年次謁企概要

初年度 Cl函年9月22日~1987年 1月31日）項丘．

• 6トレンチ9ま未品企）

講査補助

長

周辺地形測盪．

照

国

重

繁

と呼ばれ．敷地

瑛 C1IJ任）

精

朋

松（曲任）

利

弘（函EE)

清

出美子

仁夫

俊

lt呂之
裕久

1-10トレソチの調ft(5 

2年度 (1987年II月248-1988年3月31日）上体部、 11-1,,レンチの調査．

の再調査。

1・2トレ,チ

3 年度 (1988年 4 月 1 日~• 月278) 1・2 >レンチ、主体部調査．捏め戻し．

高久健二（九州大学考占学研究室）藤井隆晴・鷺見昌尚• 吉田浩二（篇岡教育大学）
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池ノ上宏（国学院大学）
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棗 癌 高 縁

なお、調丘にあたって、渡辺止気、佐llli'Ji,,;111勲、小林打雄、匝谷正，，請先生から貸直な指

導助，tを受けた。記して謝意を及したい．

It!. 春成秀爾ほか

2. 祈原止夷

1967 

l幽

東郷遺蜂群 u本住宅公団

東郷高雀占頃 石丸遺躊 宗殿町文{t.{11讀佐報告書 第4集

2. 古墳の位置と環境

本古墳を含む一帯i,111字名を i高塚」 と呼ばれており、項墓として従米から考えられてきたも

のと思われるが、古墳としての初見は196彩Fである。現化保併されているのは本古墳と．後円部

の左右に 2基の円墳である。 1弔墳9ま墳頂部が平で、積丘は全面版築の可能性があり．主体部は粘

土携・箱式石棺．竪穴式石室のいずれかであろが遺物は確認されていない．

現在の宗像市は内陸盆地地形で、中央を東西9こ貰流する釣JIIが、盆地を抜けるあたりから北流

し、玄界灘にそそぎ込む．盆地は周辺の山魂に囲まれており北直部のみが釣Jiltこより開口してい

る．

本古墳心市の凸南都の許斐l!J(Z/1.0m)から北へのびる丘駿の先端郡に立地し、北に宗像盆地

の開口部を目前にし、東ば巾域最大の農絣地を見、西は津屋崎の誨岸部へ抜ける好位置を占める．

本古墳を含む一帯は、かつての区画整理事業により、 217.6baが宅地化した．この事業では、弥

生時代から中世にかけての集春や墳墓が記録保存されて消減した．

占墳1ま． 5基が記録保存されたが (6号墳..一部渭査のみで．現在の12号公園内崖面にか，，ぅ

じて残っている。）、本古墳に相先後する時期のものは明確にできなかった。この中でスペットウ

（東撼1号墳）古墳..、本古墳の西南約800mの距離にあり、大きな谷地を挟んで位置する前方後

円墳である。全長40m級のものと考えられる．主体部は後円部に横穴式石室が構築されていた．

石室のプランや壁体の構築は宗像地域をよく特徽づけているものであり．久原•- 3号詢方後

喘駅も墳丘規模や主体都に同一性が昂られる。

宗像市郡を通じて、本古墳に直接つながる詢方後円墳は現在のところ発見されていない。

6世紀前半の築造になるものであろう。

5世

紀代の古墳では津屋崎町の海岸郡に調査例がある．宗像地域の古式古墳は低墳丘の円墳で、主体
（註.,

部に箱式石棺や粘土欅．土嬢墓が見られ、武器、武具．鏡片等の出土品がある．

宗像市内に限って前方後円墳を概絨すると、本古墳を除く 7基．全ての前方後円墳は6世紀代に

築造されており、各古墳が系列的につくられたものか並列的なものかは今後に検討の余地がある。

今後Ii,宗像地域に本古墳に相先後する飼方後円墳の発見が待たれるところである．

註3.清水比呂之 1988. 久原遺跡 宗録市文化財調査韻告書 第19!尾 宗像市教育委員会

4.ii山 勲 I叩 新原・奴山古墳群 福岡県文化財調査輻告1!1 第54集 福岡県敦育委員会
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凱鴛高域

3. 発掘調査

潤在の方法

初年度に設定したil!llil杭をそのまま利用して後円部の中心を (0.OJとした． 前力部力向を

略北とした後、 0を中心に東西南北を区直し、誕崖紬線にそって各トレンチを設定した。このた

め、本文中の東凸雨北1え略磁針による設定である。また、主体部も埋葬主体がほぽ軸線を通るた

な従来の瀾蘊区直のまま、潤量・実測を行った．なお、 (0.0)を中心として．約10m・ZOm

間隔で、頭部の一辺IOc,,角のブラスチック襲の保存杭を埋め込んでいる．

墳丘の現状

墳丘Ii椎の木等の樹林に覆われていて、昼なお暗い印象を与えている。現状では全長Sim、後

円瀑径30m、後I~部高7m、前方福高5m. <びれ部幅llm.前方・・喘呼9屈約!Smを瀾る．墳丘

の上軸は北洒から東南におき、丘駿の尾根線に直交する占地のしかたである。後円部は全体とし

て、墳形を保っているが、詢力部上直前力部東西1111面は畑地造成により削乎を受けている．ま

た東1111の後円部からくびれ躍9こかけては中世以降の墓地形成により墳形の乱れが見られる。

各トレンチの記録

I. Iトレンチ（図20 図阪3) 初年度1文44.48n!の区画を設定し．表士餘去後に地山を確認し

てすぐ埋め戻したが．次年度の他のトレンチ調査で事実誤認とわかり、 28n!に縮,Jヽして再調査を

実Iiiした（一部拡張）. (O.S19.20m)で後円部墳裾を確認した。この地点の標高は26.65mであ

る。墳裾から蕗へ4.88mの地点で外堤の裾 (O.S24.08)を確認した。外堤上面の地u,高It
27.70mである．外堤と後円部に挟まれたill底は平坦であが後円部および外堤部の立ち上がり

1こ..茸石等の簾設は認められず．トレンチ内にも塊石が2~3点あったのみである．なお外堤部

には盛士が認められなかった。溝の埋土中位から掘られた2基の火葬所が発見された (I号。 2

号火葬所）。

2. 2トレンチ（図3・ 図版3) 初年度は46.62n!の区画を設定して発掘したが1トレンチ同様

の事実誤認があり、次年度は28n!に縮,Jヽ して再調査を実崖した。初年度の潤査において外堤Illに

2基の弥生時代竪穴 (1. 2号堅穴）を確認し、 1号竪穴IJ)みを調査・記録した0 2年度におい

て後円部西側墳裾を (Wl9.0、S0)で罐認した．墳振から函Illへ 4.34mの地点で外堤の振

(0 .W23.34)を確認Lた．再底IJ)レペル1辺6.65mで平坦である．外堤上面の地山高9辺8.94m

を瀾る。後円菰外堤IJ)立．ち上がりとも茸石等の施設はなく、 トレ；；チ内には石ほ認められな

かった。なお．後円部地山面に火葬所 (3号火葬所）と溝の埋±中から堀りこまれた火葬土墳

墓？が土層面に認められたが、骨片の採取はなく、調査は実籠していない．

・: 
・' 
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棗郷高塚

3. 3トレンチ（凶4・図版3) 切年度に25.Ua!について調社Lた．トレンチは現代島群によ

り撹乱を受けていた．土屑図から (0.E19.96)の地点で後ド1祁墳裾を罐認した。墳裾から3.92

m東の (0.E23狐）のとこ，，で外堤の第を出めた．溝底9ヰ紐お.20mで平坦面をつくな外堤

上面の標高1126.60mで盛土は確認できなかった．後円部・外堤とも立ち上がりに茸石等の嵐設

はなかった．

4. 4 fレンチ（図5・凶版4) 初年度に25.11olにつ,.て戯査した．一部襴*'こより木綱会の

部分を含むが、表土Tlが項丘面を保ち、表面に拳大の玉石が敗乱する状態が認められた。硯ff慣

丘の段にIt茸石等の極設が認められないために．段築と断定できない。基底部の変換点を頃篠と

すると (0.N45.20)となる．また基底部襟轟は25.30となる．

5. 7トレンチ (llll6・ 図版4) 前力部東鋼の墳蘇を確品するた，，，，調企であったが．トレン

チ内はほとんど墳丘の削平を受けていた． トレンチ東隅1こ段落ちを確認し．墳釜を捉えたと思っ

たが、次年度調査との関わりからすると、墳裾1文本トレンチからさらに東へ延びるようであ

る．茸石等の施設はなかった．南壁の最東部の基底探高はお.60mを潤る．

6. 8トレンチ（図6. 図版4) 前方鵠西瀾の墳裾と墳丘段築を確認するための調査となった

が、大手が墳丘の削平部分であることがわかった．このため、 9レンチ，，南壁,_沿って蝙2mの

サプ 9レ・ノチを設定した。このサプトレンチにより墳裾と考えられる立ち上がりを確認した．立

ち上がりには茸石等の脆設はなく. >レンチ内に1え石材Ii検出 Lていない。基底面の額高Ii

25.20mとなる．

詞力那の墳丘上に1な乎坦面および傾斜面に拳大の石の集石が認められたが．現状では葺いた

状況とはいえない。しかし．これらの玉石の出土氏何らかのIii設を思わせる。

7. 9トレンチ（図9・図版5) 東鋼くびれ邸の確認，，ための調査9い／チである。＜びれ器

の狭い墳丘を想定していたた以墳裾を東壁際で11認することになった。墳丘立ち上がりには茸

石は認められず、 9レ・ノチ内には散個石材を認めるのみであった．基底面から Imほど上部埋士

層に中世以降の遺物の集中が見られた。基底面の檬高は25.66mである。後円部の立ち上がり傾

斜面は現代墓の改葬により撹乱を受けている。＜びれ部から前方部へ移る斜面で士誦器壷が横位

状態で出土した．さらに前方部欄では粘土を含んだすり鉢状の土槙が検出された．

8. 10トレンチ（図10・図版5) 西11!1くびれ恙を確認するためのトレンチであったが. 9'レ

ンチ同様にくびれ部径が大きくなったため、基底面を西霞に寄ったところで確認することになっ

た。上部埋土層には中世以降の遺物が見られた．くびれ部の基底面に110caX75caの隅丸長力形

掘り込みが確認された．深さは25-30caのもので遺物は出土していない．前万部饉の現状餡ライ

,Iが明瞭となっていたが後円部111では墳置を追いかけることが鱚しい。茸石が認められないため

1こ．墳丘規模を明Illこすることは霧しいものと思われる．＜びれ築の基底標高は初.OOm、南壁那

の基底面標高1125.53mとなる．
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東郷高塚 I

9. 11トレンチ（図11・ 凶版5) "側の;,u』部端部

を確蕊するための 9レンチである。及L除Aに地111が

現れた。 トレンチの東9炉部でL字状にのびる!Jl!ilを確

認Lたが、比，，等の誕設は検出できなかった。基底面

での探高1む直側で25.30mとなり、前Ji部北側では

25.20mである．

10.12トレンチ（図12・図板5) 初年度の7トレン

チで1J1鋸を明罐Iこできなかったために、 2年度9まさら

に東側へ延ばしてトレンチを設定しに表土下に2層

，，埋土堆積があった・東北部は畑地造成1こよる丘駿n1

平を受けていた。地形の変換が非常にゆるやかなため

に墳裾を捉えるのに困甦を極めた.!JI鋸からの立ち上

がりには茸石等の施設はなかった．南壁部分での基底

面揉高は25.54mとなる、＇

11. 13トレンチ（図13・図版6) 前力部の東北端部

を追求するためのトレンチである。表土下に地山が現

れた.IIIJ方部偏9が畑地造成により削乎を受け、項丘規

撲確認の成果はあげられなかった．

12. 14トレンチ（図14・図版6) 調査前にほ後円部

から前方部へ移るところに比高差Imほど段があり．

後円部墳鋸と外堤の延長蔀を確認するためのトレンチ

を設定した。その結果、後円部の基底面は段を設けず

に連続することがわかった。東壁の土層は23層あり．

墳梃での埋土は1.5mである．南壁土層図では表士か

，，，溝の底まで1.8mの埋土があった．また溝底部での

幅は1.3mと狭くなる。後円部墳裾から1.2m立ち上

がったところに石組み遺構を検出した。外堤は現状よ

り径が小さくなり．調査前の推定外堤裾からは長さ 5
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図● ''レンチ実瀾國 (1/11)

m内1111へ入り、深さでJ.Bm低くなった。外堤は全周するのではなく、後円部を馬蹄形に囲むだけ

で終息している。現状の外堤端部餌からは3mほど廷びる程度である。猜底の標高1ま26.30mで

あな講中央の埋士中から土師器の集積が見られた。遣物は大きく 2層に分けられる。下層の遺

物には壺形の土師器が横位で出土したが、出土位は地山から25caほど浮いている．
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東螂高塚

13. 主体部（図15・ 凶版7・8) 後1'1部の0点から輯Im")長さ 3mずつの 1咋芥レアノチを設

定Lた. ~ の 1牙ロトレンチを約lmドげた段陪で観哀した結果、給讀．および埋葬t体を明確9こ

できなかったために1字 9い／チを北トレンチ4.5m,東トレンチ3m、南トレンチ6m、''"レ

ンチ6mlこ延長設定して．約lm<>辣さ9こ掘りさげた．

北トレンチでは粘t帯と、こ＂粘七に接 Lた立ちいがり土層を確認した．粘士は最上綿の被覆

祐土であり、立ち上がりは緬凛，，璧であることが後にわかった。

束トレンチでは表土下に中央に向かって蕗ち込む粘土と土器片を含む±層を認めたが．この土

層は盗掘による埋め戻し土層であったことが後にわかった。

南トレンチで1之g讀壁を確認し．中央に向かってゆるやかに落ち込む土層に粘土や土器片を検

出したが、これらは後日、盗掘に伴うものであることがわかる。また、 トレンチ西壁際に土層の

浩ち込みを認め、第2主体ではないかとの1!11111を持っていたが、：：：の蕗ち込みは結果として盗掘

であった．

西トレ 9チでは．土屑が中央に向かってゆるやかに傾斜しているが｀墓墳壁を確認することが

できなかった．この部分は結果として盗掘によって璧面が撹乱を受けていたために、さらに深い

位置で壁面を確認することになる．

十字トレ 'lチの調査で、表士直下から墓墳が揖られていたことがわかり、 0点を中心として南

北10m.東酒7mの高囲の表土除去に取りかかった。その結患東北区と東南区で墓漬のライン

を明確にすることができた．北西区では墓墳ライソは確認できなかった。西南区では、墓凜西1111l

を一部確認したが、それ以外ではライ 9を明確にできず、盗掘による事実誤認があり．結果とし

て、西南部のコーナーを検出できなかった．

墓讀ブランの確認後に．十字トレンチの土層壁を残しながら墓讀内を約lmの深さまで下げた。

北西区と西南区では墓槙壁を追いかける掘り方の結果｀墓凜壁の推定地での壁面を押さえるこ

とができなく｀粘土プロックを多量に含んだ士層が認められ｀盗掘凛の存在があきらかとなっ

た．このため、盗掘部分の埋土除去を優先させた．

盗掘讀Ii.2ケ所から1111けられていた第 II文墓墳北西コーナ一部分から埋葬主体中央に向

かって入れられており．最も深い埋葬主体部のところで、表士下3.3mをill!ふ第2の盗堀墳は西

南コーナーから掘られていた。 2ケ所からの盗握により．埋葬主体に到達して後に粘±楊部分の

外偏のみを残して、内鯛だけえぐりとるような盗掘が行われたようである．このため、主軸から

東の粘土構の外構郎分がそっくり残った形となった。主体部綱査区から外へ広がる盗掘攘1文未発i

掘である．

盗掘墳からは勾玉管玉；鉄lJ、鉄矛、鉄剣が出土している．

墓凛の土111を見ると、上半邸の表±下Imほどは中央が凹むレンズ状の堆積が安定して認めら

れたために未掘墳の可能性があったが．下半部に到ると粘土ブロ＇クが褐色士を混在した士層を
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東郷高塚

小すに全り．盗掘のi/{Cを紘めることになった-~藻中央部の必t卜から集禎をみせてし・t,.l器

J¥-lt.'. え形Iこ但原できたものであるが．おそらく．盗掘時に’え形であった上器を 111'1体分そっく

り抜きとり、盗掘後に哩め氏した界に1り1みの中に完形品のまま投げ込んだものと考えられる.t 

器Jrには‘え形上溢以外に. If肖体分以上の破Jrが認められる．
粘上椰1文、徹底的に盗嵐を受けており、哩昇主体には1点の遺物し見い出すことができなかっ

た．

南1111の埋券L体部で、粘土楳内に落ち込むようにLて、板石1個体と級）t敷個が検出された。

完形の板石は長さ66m.蚊大幅43caの長Jj形で厚さ6.Smを測る．石材曲はT寧1こ虞倦してあり、

平坦をよく餃っている鯛1こは赤色顔料が見られ~ 顔料1文片刀，，長側面に及んでいる。横長に立て

かけられていたことを示すものであろうか．他の板石It2個体祁と考えられ｀厚さ3.5cmと2.""'

あり、面はよく整えられて、 1屈函tこ赤色顔料が塗布されている．

これらの板石は、埋葬主体に伴うものと..考え鼈く、主体部盗掘凛に投げ込まれた土器が2僭

体以上仔在することから土溢と板石がセットで主体部埋昇後の2次以降の埋弄主体が考えられる

が、その構造等について1む検討を要する．

埋葬土体は精査後に粘土｀顔料の資料を採取し｀盗掘により薮墟を受けた饂分を突きかためな

がら埋め戻し、埋葬主体の棺床のレベルから表士の麻さまで、全ての土をふるいにかけた後に丸

太捧で突きかためながら埋め戻した。

4. 遺構

墳丘（図16) 畑地造成や墓地による削乎を受けており．また本古墳の築造が茸石を用いた

いガ法をとっているために、墳丘の復尿には根拠1こ乏しい点もあるが、あえて各トレンチの調査

により、墳丘復原をすると、基底画で全長64.4m、後円部径38.96m,後円部扁7.68m.蔚方部先

端輻推定30m,前）；部涵5.J6m、くびれ部幅泣mを測る．

先述の茸石を用いな<•JJ!丘築造とJJt丘謂乎や墳丘盛±の流失により．墳丘の段築は復原が難し

いため、今後に検討課題として残しておきたい。

墳丘上に見られた拳大の玉石の存在は．明確に葺いた状態で検出できなかったために．断定ほ

できないが．福岡市老司古墳に見るように墳丘上面を葺いていたものであろうか．

外 楊 古墳の南半分では外堤が馬蹄形状に後円部のみを囲んでいる. 1~3トレンチの調査

から．外堤には甍±.は認められず．埴綸Ji)等のJli設もなかった. 2トレンチで以外堤の高さ2.3

m、椙での幅l2mを瀾る。墳丘と外堤に挟まれた溝Ii、終息するとこ，，，が最も狭く、 IHレンチ

から1.3mをilllも最も広いところでIi. I; vンチの調査から4.88mとなる。

本古墳の酒11111こ位置する 3号墳9な墳丘が外堤の上に乗ることになり. 3号墳の墳頂鵠が本古
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東 郷 高 塚

項よりし高くなり、 2つの；；nの関連が!EYされるが．今!HJの調査でlt)l送りとなった．
主 体 郎 ふ墳9よ、後l'J部の中央1こ位置する。及上除ム綬1こ乎面プランが確認できており、

土体部上の盛土があまり削ギを受けていなし・と仮定すると、墳丘盛．上後晶填をn接堀り込んだも
のと考えられる.-1,.lから盗掘攘底まで3.3mを測るが、広路は盛上面であり・地,uに追していな
かった．

排水施設については、盗掘9こより復原1河能である．頃丘曲鱈14トレンチ内の石組み遺構を桔

水施設の先端部と推定しており．このことから、上体郎の西北総讚隅1こ排＊誕設が設けられてい

たものと解したい。

駐凛It-<'整の長力形で、最人長7.8m.最大幅5.2m最深2mを潤る．

埋葬された割竹型木棺は、内法で最大長5.4m、推定径0.7m前後となる. •J心部の構造tt.* 
棺本体をJヽロ板で挟み込む構造となる．

木棺の被覆粘土は、

長さ7.2m,幅 2m、

厚さ0.9mとなる．

王体部の構造は、

割竹型木棺をもつ竪

穴式石室の石室部分

が、そっくり粘士に

置きかわったものと

言える。

擁水施設（図17)

14トレンチの雨東

隅の墳丘中に検出し

た石組み遺構は．主

体蔀からのびてくる

持水施設の未端と考

えられる．石組み遺

構は後円部と外堤と

の幅が最も狭くなる

ところで終わる．

トレンチ内で検出

したのは長さ Im、

幅0.6mの範囲であ
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東螂高塚

る。長さ,t0-50ao、糾20eaほどの塊石を利用して、 2段に積み上げているが、ぷ材の面を合わせ

る積みJiで11ない。この塊石 Fには小礫が叡きつめられている．横断面の観察では塊ふ↑は断面

U字形に溝状に城り込みをつくり、内部に小鰊を敷きつめ．上部を塊石で覆い、さらに上面を粘

賃上で覆っている．

土師器出土遺構（図18) 9トレ,チのくびれ部から

詢Ji部へ移った墳丘立ち上がり斜面に完形の土師器壺が

出土した．±器の下は斜面がすり鉢状に凹んでいる。置

かれたか投げ込まれたものかは不明であるが、出土土師

器It、この一点だけが他の同種のものと違いが見られる。

粘士壕（図19) 9'レンチの削力部傾斜面で検出し

た遺構である．平面0.5X0.4mの楕円形状のプランに探

さ20caほどに掘り込まれており，中には宵白色の濁った

粘土がつまっていた．

5. その他の遺構

e/ 

。

2UOM 

SOCM 

図11 .. レンチ遣輸出土遣蠣 (1/20)

3年次にわたる調査では、本古墳に係わる以外の時代

の遣構が検出されたのでここで報告しておきたい。

1号竪穴（図20) 2トレンチの外堤上に築かれていたもので、床面の

直径2mほどの円形の竪穴である．断面の立ち上がりは袋状となり．底部

は平坦である。出土遺物から弥生時代前期の貯蔵穴と思われる。また本竪

穴の西に隣接して 2号竪穴のプランを検出したが未調査である．

1号火輝所（図21・ 図版9) Iトレンチの中央銀の埋士中から11i1り込

まれた遺構である。平面形は長さ0.95m、幅0.6mの隅丸長方形で、深さは

0、55mを潤る。壁面は急で床面はほぼ平坦で、 4個の塊石で棺台をつくっ

ている．壁面は焼けており、一部壁が崩れ落ちている。棺台付近からは焼

りメ
26

ニ0 .. ,. I " " I 
骨が出土している。 図" . トレンチ粘土珊(!/●I) 

2号火葬所（図22・ 図版9) Iトレンチ内の1号と隣接してつくられており．同一土層面か

ら掘り込まれている。平面形は長さ1.3m、幅!.lmの不整長方形を呈しており、 2段掘りであ

る。深さ11. I段目が0.45m、2段目が0.15mとなか壁面9文焼けた襄跡が認められる．底部11

隅丸長方形で平坦である．焼骨を検出した。

3号火葬所（図23・図版9) 2トレンチ内，，墳丘地山整形面に掘り込まれていた。平面形

9ふ長さ0.75m、幅0.4mの長方形である。
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東

深さはD.4mを測る。床画It平坦で．棺台を

2わ艇えている．咤上中に魂ぶの淋ち込みが見

られた．哩1:中からは焼土や炭および焼骨をわ

ずかに検Ulした。埋I:中の'I,材からすると、火

葬後にそのまま火昇羞として利用したものであ

，，うか．焼骨の益はわずかであることを考える

と検討の余地がある、．

6. 出 ± 遺 物
各調忙区から遺物の出土があり、弥生時代か

ら現代に及んでいるが、本古墳に直接関わる主

要なものを挙げると、次のとおりである．

主体部の遺物は全て盗掘潰からの出土であ

り、勾玉1、管玉4、鉄刀片、鉄剣片、鉄矛1

片` J1装具．

遷

2!1iロ縁壺 1点が出土しているっ

高

勾玉Itヒバ襲のT字頭勾玉で、 5条の頭部刻

線をもっ．管玉'"点とも珪 illlllll仙11111!1"貧藁灰岩襲で？ぷ~, 他の鉄器 I111 
は全て破片で出士した．各調 I,
査区からは3'イプの壺形土

器の出土があった．

図20

A タイブ 広口の口頸部

径は4虻璽を越え、

の頸部に高い三角形突帯が-

条巡るが体部は不明．口縁部

ロ頸部の高

さは20ooを越える。頸部中位 11 

の屈曲部に一条の三角形突帯

が巡る．

Bタイプ 広0の頸部に

比して小さな倒卵形の体部が

つき｀庄部に焼成前の棒状工

具による穿孔がある。口縁部

燿

，
 

アミは焼骨の範囲

,OC● 

-23-

,＇鳴

9,’ 

゜

／
 
•—·-、~

9
9
9
'
 

9
9

・

9
9
9
9
9
9
 

，`
 ¥`

1
 

‘、ヽ
‘̀ 
、`ヽ

~
~
 

29.00M 

一二言
,. 

2
7
.
4
0
M
 

＼ 
L 

1号璽穴宴漏図 (1/ヽ0)

r 

L
 

_J 

"・'°" 

図21 ＝ 1号火Jlj実illl!!I(1/21) 

J. 

|

1

|

．、
一

,. I' 





,. "'贔，，，

径は25~30coで"鎖部のぶさは、 Aクイプの 1/2強となる．器品..心口前後となる．

C夕 4プ B クイブに比ぺ．やや小掘りである。体邸l<B• イプに比ぺてやや丸味を帯び

る．虹部の外反か強いL湿．器1面に赤色顔村が見られる.A~Cタイブとも1こ器面に細い縦＾ケ

H艇が見られる．

D夕 1--j J;_歴の二重u紘壺で器面1こ赤色顔料が見られる．体部It倒卵形を基し、肩部に沈

線が一条、途切れながらも巡っている。蓄面は内外とも細いヽヽケ目調整が見られる．

壼型上器はC·D クイブが 1 点ずつ．最も多いのはBクイプである．このA·B~-f プの士器

が墳丘上を巡っていたものと推定でき.Bクイプの七器の閲にAクイプのものを配鱈したものと

考えられる.,, 頸甜の大きさからAクイプの上器の器高がBクイプより高いことが推瀾できる．

2トレンチ内出土遺物（図24J Iレンチの構中央で、 2偵体の壺型土器が出土した．同タイ

ブの土器で、いずれも完形品である．基底面から1120c,oほど浮いた状況であるが、最下層の裡土

は地山と見違うほどの濁れのない土暦であり、墳丘形戊と相前後して滋れ込んだ土である．こ

のため、 2点の上器..、古墳築造後・中世に火葬が行われた時期の問の溝が埋まるとき9こ謹れ込

むか、捨てられたものであろう• B>イプに属する上器である．

この 2個体の土器以外に遺物の出土はなかった．

14トレンチ内出土遺物（図25) これらの土器群は、馬蹄形溝が最も狭くなる地点で集中して

検IHLた．出士土器11A・Bクイプの壺型上器のほかに、把手を持つ甕型土器か出士している．北

側に分布するA・Bクイプの上器が冨地山土の貨褐色の地山の土に近い土Ill内に出土しているの

7 >
~ 

L ヽ）、 ＼ _J 

j 

27.ZOM 

。
50CM 

園24 H レンチ遍働閏十柑マ宴瀾躙 (1/21)
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東郷高国

に対し、甕塑LE器を含む一群"・ 妓褐色1こ層より上の屑からのIll土であり,ill±, 状慇からすると

埋まるまでに時馴差が与えられる．

註5.北九州'''"然史博物飢の藝1,厚．因氏＂鑑,.. こよる．

7. おわりに

3ケ年にわたる調査で、本古墳についての様々の成果を上げることができた。威果および課題

を次のとおり示すことで、本報告へ向けての指標としたい．

墳 丘 各トレンチの調社では、墳丘を切る調査を実誕しておらず、地山整形面および墳

丘疑土の状態を明らかにできなかったが｀弥生時代の遺構検出からすると、本古墳築幻以前の弥

生時代蔀闘の段階には．本占項を含むJi:綾上は、ある程度の範囲が千坦直を有していたものと思

われる．このため、本占墳の企画..楽に行えたものと推瀾される．主体部盗掘槙でIi.墳丘1'3

mでも地山画に至らず、盛土暦であったため、少なくとも 3m以上は盛七により墳丘を築き上げ

たものと言える．

本古墳の規模9こついては、墳丘に茸石を使用しておらず、地山整形を盛土により形成されてい

，，た以墳丘の規模確認に困霞を極めたが、現況で捉えることのできた墳斤llel!'面の計瀾値は次

のとおりである．

墳丘全長 ・4.4皿後円部径 38.96m,後円部高 7.68m.くびれ部幅 22叫前力部高
5.36m. 後円部墳頂部標高 33.30m 

外 褐後円部のみを囲む馬蹄形状の外堤である．外堤上に..徽土．埴綸等を認めること

はできなかった。外堤は馬繭形壽の基底から約2.3mの比漏差となる。また．外堤の；；；底面での幅

は12mとなる．

後Pl部と外堤9こ挟まれた講..、基底部で最大幅4.88m.最も狭いところIi.幅1.3mとなる．＊

古墳の外堤プランは、やはり、地形的制約によるものであろうか．

主体部全面的な盗掘を受けており．遺物の大半を失っているが．構造的には多くのこと

を知り得た．

墓攘は、主軸が墳丘軸1こ平行し感±上面から筐接掘り込まれている。墓墳西壁1こ段上部を一段

設けている．墓讀の深さは2mとなる。埋葬主体は主軸が墳丘上軸9こ平行する粘土螺で、粘土榔

内には割竹型木棺が収まっていた。棺の構造...両,Jヽロ板で棺主体を挟み込む方法である。棺の

内法長は537~540c.となる．棺内外とも盗揖により、原位置を保つ遺物は出土t.ていない．

古墳の規模Ii,三国の鼻・I号墳や安簑大塚古墳に計瀾値が近く、簗造時期についても近接する

時期が考えられるのではなかろうか．

調査で出士した土器は、大半が壺型士器であり．小型精襲土器を含まない.A·B• イブの土
,a●） 

： 

［ 
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謀群1之． 」国の鼻,,;,,,墳的な記置を賠ふしているように思われる。項丘上に立ち笠ぷのltBク

イプが主で、

A~CクイプのL器とも、底祁1こ棒状工具による焼成前穿礼があり、岨輪を豆識したも，，であ

，，うが．

Bクイプ」岩;,,,数翡1こ1111体，，，割台で、 Aタイプが虻列する，，ではなかろうか．

三匡の鼻 1号，け項ほどには明瞭でない。

上器のプロポーショ 9は名司占墳の埴輪に似るが、体郎下半に大きな連いが見られる。本占墳

，，築造..老司占墳に先行する時期を考えたい。

本古墳は、茸石を使用した段築構造ではないため．後円部・前Ji部ともに段築復原が謙題とな

る．前力部墳丘上に見られた拳大〇玉石9こついても検討を要する.Ill士遺物については、全11!1体

，，実測後1こ検討を加えたい、＇

現段階では、当地域最古の前力後円墳の位置を占めることがわかった.Ill上遺物から当然予ill

された．沖ノ島祭祀遺跡との関係1が明らかにできなかった．

註6.片騎宏二 , .. , 三因の鼻遺跡 I 小贔市文化財調査報告書
主体部の庸藁法

第お集

項 ． ，長さ 幅 深さ（厚さ） 鯛 考

墓讀の平面ブヲン 710-78〇 470--520 160~200 墨土上面から掘り込む・
墓複の底部 610~曲 吟細 東北隅→酉北隅へ峙』tまわりに低くなる．
夏濃の段状部形成 50 "' 西豊に取りつく．

揖 水 蒐 設 攘定、西北墓讀隅から墓聾外へ蘊びる．

I 埋葬濱の段状菰整形 栖〇 140 5 
墓讀底からさら1;:段状藁を残すように堕り出す．
小口器と甫北壁との1111は低く隋っている．

埋葬漬の攘削 590 70-、75 15 横断U字形
埋葬饗の小口郡の掘削 13~ IS 75 攘底から5 壇葬攘自体にも小口部を編り込む．
埋葬虜の赤色願料 600 140 段状都のほぽ全面に麟料を鼠<.

1壇葬纏の妙
潰の内面ほ摩いところで5~10.饂となる．

600 110~120 填の上編面ほ麺い．

小口部は非常に壽い．

1次粘土床の粘± ,., 140 (3~ 5) 
槽床瑯分ほ3~5cmの厚さで平均的につくる．
全体とLては段状笛を覆うように粘士を蒙＜．

1次粘土床の示色顔料 粘土面の全面に塗布．

割竹型木棺の置I館床面，｝ヽ ロ下蟻 .,_ ro 
F棺の股 537~ 54゚
謂竹型木棺の下棺＂固定 枯土と赤色顔料を交互に使い.2-況t.'.l下棺固定作集，
割竹楢木棺0下棺の 下棺本体の国定後1こ棺の外轟勾ロほどに瓢料→砂

外鯛固定 ・玉石を敷＜．
9』、口板の設置 小0板の外傭には砂・玉石を用いていない．

上面 200
小口板もこの時点で粘土で固定．

1 次粘土被覆 .., 
下面墓讀底

(30) 胄北では襖覆枯士面が墓鶉壁に至る．
下棺上面の高さまで粘土被覆．

1 次墓攘埋土
1次葛土被覆上面の高さまで黄褐色",/フト土で壇
，，，る．

割竹型木棺の上檜設置
隋北で1ユ慈土上面が墓攘壁に至る．

2 次被覆枯土 1幻 上面 3lO (50) 東西では纂が墓讀璧までのびる．

段状部面にも粘士が見られる．

2 次墓鶉理土 全面に贄揚色ソフゎ士で慶う．

単位 5濤
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